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ICP誘導結合プラズマ発光分析装置

【設置目的】
地下水の水質汚濁に係る環境基準の制定、土壌汚染対策法

の施行等、環境安全性に対する社会的要請が高まっている現
在、環境中における微量物質の高感度分析が必要な場面が多
くなっている。本装置は、プラズマを用いて試料を励起発光
させ、そのスペクトル線の有無と強度を測定することで、試
料中に含まれる最大73の元素をサブppb～ppmオーダーで
定量分析することができる。
【主な仕様】
（1）ツインシーケンシャル形誘導結合プラズマ発光分析装置
a）分解能が高い（0.0045nm）ため、通常では前処理が
必要とされる共存物質濃度の高い試料を直接導入し
ても、高い精度で微量分析が可能

b）2台の分光器を並列に使用することで、分析時間を
短縮化することが可能

（2）付帯設備
a）超音波ネブライザ: 試料導入を高効率化させるための
装置で、通常の10～100倍の高感度分析が可能になる

b）水素化物発生装置: 砒素、セレン、アンチモン等の高
感度分析時に使用する

c）統計解析ソフト
【設置場所・時期】
環境科学研究所、平成16年3月

ガスクロマト質量分析計

【設置目的】
本設備は、低分子用のガスクロマト質量分析計であり、

主に微生物の代謝物の解析、PCBなどの環境中の微量化学
物質の検出を行う。
【主な仕様】
（1）トリプルステージ四重極質量分析計　Model-1200

（GLサイエンス製）
（2）構成
a）質量分析計　Koldiak 1200 GC-MS/MS
b）ガスクロマトグラフ　GC353M（S/SL注入口）型
c）EI、PCI／NCI標準装備
d）真空インターロック標準装備
e）制御用PC、モニター、インクジェットプリンタ
f）スターターキット
g）NISTライブラリ
h）PCB分析カラム

【設置場所・時期】
環境科学研究所、平成15年8月

水素化物発生装置（左）、ICP誘導結合
プラズマ発光分析装置本体（中）、オー
トサンプラ・超音波ネブライザ（右）

組換えDNA植物用閉鎖温室

【設置目的】
本設備は、遺伝子組み換え植物を栽培するための温室で

ある。主に、外来遺伝子導入法により作成した変異体のス
クリーニングや新規遺伝子を発現する植物の育成に用いる。
【主な仕様】
（1）組換えＤＮＡ植物用閉鎖温室（BTH-P2-11P: 日本医

化器械製作所製）
（2）構成
a）ガラス室（W6,500×L6,300×H4,387）、機械チャ
ンバー室および前室から成る

b）遮光カーテン（電動自走式、遮光率最大30%）
c）補光（メタルハライドランプ9灯）
d）室圧制御（－20Pa）
e）温度制御（プログラムマルチコントローラーによ
る制御。夏季DB25℃±3℃　冬季20℃±3℃）

f）自動排水滅菌装置
【設置場所・時期】
環境科学研究所、平成16年3月




